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ⅰ) 軽信の原理（Principle of Credulity） 
私たちは反証する証拠が無い限り、認識的な意味において、物事はそうであると思われ
るところのものであると信じるべきであるという原則である。 






















2. Swinburne の二つの思考実験と一つのモデル 








































































けることは筋が通ったことだと Swinburne は論じる。 
 
2.3 擬アリストテレス想定 


















































K(BR)∧K(M BR)かつK(BL)∧K(M BL)…② 
そして①ゆえに 




























































































































 人格の連続性が意識の連続性を含意すると仮定すると少なくとも部分的には MCS は次
のように言い換えることができるだろう。 
 
(MCSC) 時点t1における人間P1と時点t2における人間P2の意識が連続しているのは     
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実体二元論との対決① 
 
註 
(1) (P=PR∨P=PL)∧[{P=PR→￢K(PL)}∧{P=PL→￢K(PR)}]
⇔〔[P=PR∧{P=PR→￢K(PL)}]∨[P=PL∧{P=PR→￢K(PL)}]〕 ∧{P=PL→￢K(PR)} 
⇔〔￢K(PL)∨[P=PL∧{P=PR→￢K(PL)}]〕∧{P=PL→￢K(PR)}
⇔[￢K(PL)∧{P=PL→￢K(PR)}] ∨〔[P=PL∧{P=PR→￢K(PL)}]∧{P=PL→￢K(PR)}〕 
⇔[￢K(PL)∧{P=PL→￢K(PR)}] ∨[￢K(PR)∧{P=PR→￢K(PL)}] 
⇔￢K(PL)∨￢K(PR) ⑤より 
⇔￢{K(PL)∧K(PR)}  
(2) しかし、魂の構造の「中心」にあるような信念や欲求はこの脳からの影響を拒むことがある。詳細な議
論はSwinburne(ibid., ch.14)を参照されたい。 
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